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東青地区統合校の校名案候補及び提案理由 

No. 校名案候補及び提案理由 

１ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりおうか こうとうがっこう 

青森県立 青森桜花 高等学校 

提案理由 
一人一人が進路希望を実現させる（＝桜の花を咲かせる）という意味が込

められている。 

２ 
校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりしんじょう こうとうがっこう 

青森県立 青森新城 高等学校 

提案理由 統合校の校舎の所在地名が「新城」である。 

３ 
校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりせいしょう こうとうがっこう 

青森県立 青森西翔 高等学校 

提案理由 青森市の西地区で羽ばたくというイメージから。 

４ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりせいりょう こうとうがっこう 

青森県立 青森西陵 高等学校 

提案理由 
青森市西部は半分を丘陵が占める。また、大釈迦峠が地形では旧青森市と

旧浪岡町を隔てる。そこで、地形的なイメージに加え、大釈迦峠という障壁

を丘陵ごと包摂する意味合いから「青森西陵」とする。 

５ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりそうめい こうとうがっこう 

青森県立 青森創明 高等学校 

提案理由 
創造と明るい未来をイメージした。創造は青森西高校の教育目標でもあ

り、あおもり創造学や空き缶壁画の創作にもつながるイメージでもある。他

県にも無い校名であった。 

６ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりとうわ こうとうがっこう 

青森県立 青森桐和 高等学校 

提案理由 
「桐」は浪岡高校の校章から、「和」は青森西高校の校訓から引用した。

西、浪、岡の文字は使わずに、両校が大切にしてきた伝統（魂）が表現され

た校名である。 

７ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりにし こうとうがっこう 

青森県立 青森西 高等学校 

提案理由 

・浪岡も青森市内の西側に位置しており、青森西高校の校舎を使用するので

青森西高校のままで良い。親しみがあり、呼び慣れている。青森市内に

は、東、南、北を冠する高校があるので、「西」も残してほしい。 

・青森西高校は「青森市西部にある高校」から、「浪岡地区を含む青森市の西

部と広くつながり、両校のブランドとも言えるおもてなしの精神や地域活

性化に貢献する活動を展開する」ことを目指す。校名としては同じ「青森

西」ながら、単純にこれまでの校名を継承するのではなく、「青森市西地区

を再創造する」という意味合いを込めた。 
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No. 校名案候補及び提案理由 

８ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりにしがおか こうとうがっこう 

青森県立 青森西ヶ丘 高等学校 

提案理由 
統合校の校舎が青森市の西地区にあり、少し小高い丘の上にある。青森西

高校の「西」が入り、「丘」は浪岡の地名の語源となっている。 

９ 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりにしなみ こうとうがっこう 

青森県立 青森西浪 高等学校 

提案理由 
両校はそれぞれ地元の地域に愛される存在であり、校名も定着している。

その歴史と現状への敬意を込め、両校の校名から１文字ずつ引き継いで新た

な校名とする。 

10 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりめいわ こうとうがっこう 

青森県立 青森明和 高等学校 

提案理由 
「明」は地域ボランティア活動やおもてなし隊の活動のように、人々を明

るく迎えることや創造的な活動から生まれる輝きを意味し、「和」は地域と

の協調や協力を大切にする姿勢を表す。 

11 

校名案候補 

あおもりけんりつ あおもりれいめい こうとうがっこう 

青森県立 青森黎明 高等学校 

提案理由 
「黎明」は新しい夜明けという意味。新たな歴史の始まりという思いを込

めた校名。 

12 

校名案候補 

あおもりけんりつ みらいそうせい こうとうがっこう 

青森県立 みらい創成 高等学校 

提案理由 
新しい学校なので、未来を創り、歴史や文化を成していく学校になってほ

しい。 

 


